
マイクロ・コンビューター

による自動品詞認定の試み

西 端 幸 雄

私は、以前本誌21号において「マイコンによる索引作り」という報告書を発表し

た。また、 それと相前後して、幾人かの方々が同種の考え、試みを発表された。た

だ、私の考え方も含め、それらの報告書を見忍に、マイコンlと索引作りをさせる過程

で、人間の介在する箇所が多過ぎるように思えてならなかった。その一番の問題点

は、品詞認定という作業過程である。との品詞認定は、扱う文献資料の量が多くなれ

ばなるほど、一人の手で処理するのが難しくなる。そのために、 どうしても何人か

に、それも学生に分担して行なわせるととになる。すると、乙ζ で幾多の問題が生じ

る。そのひとつは、しっかりした品詞認定の基準を作っておいても、各人の処理結果

におのずとズレが生じる点、また、各人の処理能力IC差があるため、作業が遅延しや

すい点、さらに、との点が最も大きな問題点であるが、今日の学生(少なくとも、私

の周囲にいる学生)の文法についての知識 ・能力は、かなり低い点等々である。

そこで、今回、考えたのは、文章を語句単位IC区切る所までは人聞が行ない、以後

品詞認定から50音!慣に並べ替え、印刷するまでを、すべてマイコンiC行なわせるとい

うプログラムである。ただし、本報告は、その中の品詞認定の段階lと限っておく。そ

の理由は、ζ の品詞認定の段階が今回の作業の中心であるという点と、後述するよう

に、今回の作業過程を全て詳述するとなると、 6種類のプログラムを紹介しなければ

ならなくなるが、紙幅の関係でとても無理である点などである。

とζ ろで、世間では、コ ンピューターに何かの作業を行なわせれば、何でも完壁に

となしてくれるように思いがちだが、それは、幻想にしかすぎない。コンピューター

といえども、人間の作ったプログラムがなければ、全くの無用の長物でしかない。換

言すれば、人間の作ったプログラムの良否がコ ンピュ ーターの作業能力の良否を決定

すると言えよう。よって、今回のプログラム作成にあたっては、なるべく完皇室なもの

を目差しながら、とりあえず、品詞認定の正答率90-95パーセント以上を当面の目標

とした。まだ不十分な点が多々残っているものの、一応その目標を達成できたので、

ζζ に中間報告として、以下に記す。
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1. 使用機種

今回の作業で用いたマイコンは、FUJITSUMICRO 16β(以下、 FM16β と略す。)

の HDタイプである。 ζの機種を用いたのは、発売当時(昭和59年11月)、16ビット

のマイコンとしては、唯一メインメモリが 512KByteあり、また、JIS第2水準まで

の漢字(計6，349字)を標準実装している点と、 漢字・平仮名をワープロ風!c簡便に

打ち出せる点、さらには、処理速度が早い点などからである。また、HDタイプとい

うのは、 10メガバイトのハードディスクと 1メガノマイトのミニフロッピィディスクを

1ドライブ備えているものである。マイコンにおいては、漢字 ・平仮名等を用いる場

合、 2バイト必要となる。というととは、漢字・平仮名を記憶させる際、 10メガバイ

トのハードディスクでは、単純に言えば、 500万文字、 1メガのミニフロッピィディ

スクでは、 50万文字が記憶可能というととになる。後述するように、ディスク上に辞

書を登録し、使用する際には、どうしても、以上Ir.述べた程度のディスクの容量が必

要となろう。また、大量の言語データを処理するには、前述の各種機能も絶対的に必

要となろう。

2. 各種プログラム

今回の作業のために作成したプログラムは、以下の 6種類である。

。辞古作成

。データ登録

。品詞認定

。品詞決定・漢字情報付加

。50音順並べ替え(未完)

。印刷(未完)

「辞3作成」プログラムは、 品詞を決定し、漢字情報を付加する際lζ用いる辞書を

テ・ィスク上lζ作成するものである。旺文社刊『古語辞典JIζ掲載されている見出し語

の中から約3万語を、 ζ のプログラムによって登録した。登録に際しては、まず、語

句を短単位(5文字以下)と長単位(6文字以上)Ir.分け、それぞれを別々に、アか

らヲまで47種の頭音別に分割登録した。さらに、付属情報として、漢字d情報、用言に

は活用行と活用の種類の情報を付けた。また、 同音語のある場合は、『古典対照語い

表』く宮島迷夫氏編〉等も参考lζしながら、使用額度の高いものからl慣に登録するよ

うに心tl十けた。

「データ澄録」プログラムは、品詞認定したい文章データを事前lζディスクに登録

するものである。その際、事前の作業として、前述したように、各語句の区切り自に

rlJ記号を、 また、複合語の区切り自に r=J記号を付けておき、それをそのまま
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登録するようにした。また、韻文、散文の別なく 、複数行にわたっているものも登録

できるように配慮した。

「品詞決定 ・漢字情報付加」プログラムは、「品詞認定」プログラムの認定結果の確

認と漢字情報を付ける作業を、辞書データを介して行ない、最終決定された語句デー

タをディスクに登録するものである。各語句の中、特fC用言については、終止形lζ変

換し、辞書データと照合する乙とにより、認定の正誤判断および訂正を自動的に行な

わせるように心掛けた。また、語句データの登録は、現在のと ζろ、そのまま登録す

る形式をとっているが、後日の使用の便を考え、様々な情報(例えば、接続の様態を

知る情報とか特定の品詞だけを取り出す情報)を同時iζ登録するような方法を今後検

討してゆきたいと思う。

3. 品調認定

「品詞認定」プログラムを作成するにあたり、 最も参考になったのは、人聞が品詞

認定を行なう際K踏む手順である。との認定過程における人間の思考 ・行動を後辿る

ととにより、プログラム上でも、より正確な認定が行なえると考えたわけである。

では、人聞が品詞認定を行なう際、どのような思考 ・行動をしているだろうか。そ

れを、大別すると、以下の 3つの思考 ・行動をしていると言えよう。

① 辞書 ・参考書による判断

人間は、品詞認定をしようとする時、よく文法参考書や辞書lζ手掛りを求める。そ

して、 当該の語句と掲載事項を照合して、判断を行なう。 との過程を取り入れたの

が、「品詞認定」および「品詞決定 ・漢字情報付加」プログラムである。しかし、乙

の過程の中でも辞書による判断を先行させなかった理由は、ひとつには、辞書データ

と照会させて、品詞認定をしたとしても、最終決定は、後述の語形 ・接続による判断

をどうしても経なければならない。それよりは、語形 ・接続による判断だけで、かな

りの正答率を得ておいた方が時間的には短くてすむという点と、富士通のテ、イスクの

立ち上げ速度が遅く 、検索時間が 1語につき、ハードディ スクで約 1秒、ミニフロッ

ピィディスクでは約3秒もかかる。すると、仮に15語を検索すると、それだけで15秒

ないしは45秒もかかってしまうという点からである。ただ、後述するように、語形に

よる判断を下すのに必要な辞書的データを本プログラム内fC付随させて用いた。

② 語形による判断

ζ の語形Kよる判断を下す際、人間は、語句の 3点の語形に目を向けているのでは

ないだろうか。その 1点は、語頭である。例えば、語頭2文字が「うち」であれば、

動詞の可能性があるとか。 2点目は、語尾である。例えば、語尾3文字が「しから、

しかり、しかる、しかれJとあれば、ジク活用の形容詞である可能性が大きいとか。

3点目は、全体である。例えば、語尾1文字が同じ「み」であっても、「いづみ」と

「あらみ」と「うらみ」とでは、 それぞれ文法的性格は異なっているとか。その他、

語形についての知識を豊富に持っている者は、例えば、語尾 1文字が「おござほぼや
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ゅよわん」のいずれかであれば、名詞の可能性が大きいと判断するであろう。本プロ

グラムでは、とうした語形による判断の過程を重視し、以下に掲げたデータを後に説

明する iDATASUBjプログラム内!CiDATAj文として収納した。

④ 『古典対照語い表』を手掛りに、使用頻度の高い語句を各品詞毎IC収納。

⑥ 助詞、助動詞についても、すべて収納。特に助動詞は、各語毎lと活用の全て

を収納。

① 『日本語尾音索引ー古語筋一J<丹羽一靖氏・田島統堂氏共編)，r古典対照語

い表』を手掛りに検出した、体言の絶対的条件となる語頭2文字と 3文字、語

尾2文字と 3文字を収納。同じく 、両香によって検出した、動詞の絶対的条件

となる語尾2文字を収納。

③ 接続による判断

品詞認定の過程で、人聞が設も意を用いるのは、 ζの接続による判断である。特に

助詞、助動詞を手掛りl亡、上接の品詞や用言の活用形や活用の種類を決定しようとす

る。例えば、打消の助動詞「ず」には、活用語の未然形が上接するとか、名詞!Cは、

活用形の連体形が主に上接するとか。ただ、 ζの接続による判断を下す際、人間は、

接続関係だけで品詞認定を行なうこともあるが、多くの場合、また、より厳密な判断

を下そうとする場合は、語形による判断をも加味して、品詞認定をしようとしている

のではないだろうか。例えば、打消の助動詞「ずj!C、語尾がア段音の語句が上接し

ていれば、その語句を4段活用の動詞の未然形と判断するであろう。本プログラムで

も、乙の接続による判断のステップが全体の約半分を占めている。そのほとんどは、

助詞、助動詞を手掛りに、上接する語句の品詞や活用形、活用の種類を決定しようと

するものである。その際、人聞が行なうと同様に、上接語の語形、特に語尾音を考慮

するという語形による判断をも加味させ、 より正確な認定を行なえるように心掛け

Tこ。

以上の 3つの思考・行動の他に、構文関係を把えて、人聞は、品詞認定するととも

多い。しかし、乙れをプログラム化すると、非常に複雑なものになってしまうので、

今回は、極力、この過程は省略した。ただ、その中の若干のものは、必要上、プログ

ラム内に取り入れた。例えば、文頭lとは助詞、助動詞が絶対に立たないという乙とや

文中に係助詞があれば、近接した所か文末!C連体形が立つといったような点である。

ζのような、品詞認定における人間の思考・行動を忠実にプログラム上lζ反映さ

せ、さらに若干の補正過程を加える乙とにより、より精度の高いものを目指した。

4. プログラム

「品詞認定」プログラムは、大別して、 2つのプログラムからなる。 それぞれ

iMAINjプログラムと iDATASUBjプログラムである。 iMAINjプログラムは、

正に品詞認定を行なうものであり、448ステップからなっている。 iDATASUBjプロ

グラムは、前項の②(語形による判断)で述べた、主として語形による判断を下すの
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に必要な各種データを iREAD...DATAj文lとより配列変数内に読み込み、iMAINj

プログラムに引き渡すものである。とのように、プログラムを2つに分割せざるを得

なかったのは、iMAINjプログラムが長大になり、 2つのプログラムを合せると、

メモリのテキスト領域(プログラムを記憶し、作動させるメモリ領域〕を超えてしま

うからである。乙うした制約を克服するために、現在の BASIC言語には、2つのプ

ログラム聞でデータを受け渡しする命令 iCHAINjiCOMMONjが用意されている。

iDATASUBjプログラムでは、この中の iCHAINj命令を用い、配列変数内に読み

込んだ、全てのデータを iMAINjプログラムに引き渡せるようにしている。

以上の 2つのプログラムの中、iDATASUBjプログラムは、いわば辞書的性格を

持ったものだといえる。基本的には iDlMj文によって宣言した各種の配列変数に、

iREAD...DATAj文によって、データを読み込み、前述の iCHAINj命令でiMAINj

プログラムに配列変数のまま、データを引き渡すという作業を行なうだけである。た

だ、乙のプログラム内に収納されるデータの量と質が iMAINJプログラムによる品

詞認定の精度をある程度左右するという点では、 非常に大きな存在価値がある。ま

た、FM16β では、iMAINjプログラム起勤時の配列変数領域(配列変数を記憶する

メモ リ領域)にかなりの余裕があるので、乙の iDATASUBjプログラム内のデータ

を増補する余地が十分にある。その乙とは、ひいては品詞認定の精度を高めるととに

もつながる。

次i亡、iMAINjプログラムであるが、とれは、細分すると、おおよそ下記の 8種の

区画(サブルーチン)からなる。後の補正を考慮し、プログラムを組み立てるに際し

ては、できる限り構造化を図った。

@ 初期処理 ・メニュ ー

⑥ 文章データの読み込み

① 文章データの区切り

③ 語形による判断

③ 同音異義語の判別

① 非活用語の判別

⑧ 活用語の判別

① 接続による判断

iMAINjプログラム全体の流れは、基本的lとは、③から@へと各Jレーチンを経てい

る。ただ、できる限り不要なJレーチンを経ないように、③(語形による判断)、⑥(接

続による判断)の各ルーチン内に語句データの文法的性格付けをする情報をプログラ

ム化した。その点について、詳しくは、後述する。以下、各ルーチンの説明をしてお

く。

③ 初期処理 ・メニュ ー

とのjレーチンは、「データ登録」プログラムによって、 すでに記録されている文章

データの種類をテ、イスプレイ上に表示し、使用者が品詞認定したい文章データのファ

イJレを、指示によりオープンするものである。
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当面の作業として、八代集の和歌、詞書、左注、序文、作者名を処理する予定なの

で、最初の画面には、八代集の作品名を表示し、指示を待つ。指示があれば、当該の

作品中の文章データの種類(和歌、詞書等)を表示し、指示を待つ。指示があれば、

当該のファイ Jレをオープンして、次のルーチ ンへ進むという流れを経る。以上の説明

からもわかるように、ζのJレーチンは、作業開始時lζ使用するだけであるので、常時

rMAINJプログラム上に置く必要があるのか、只今検討していると ζろである。た

だ、仮11:複数の種類の異なった文章データを連続処理する場合には、 rMAINJプロ

グラム上に置いておく方が便利ではある。

⑤ 文章データの読み込み

ζのルーチンは、まず、③(初期処理・メニュー)で指示された作品の当該の文章

データを全て処理するのか、一部を処理するのか、一部を処理するならどの範囲なの

かといった内容を表示し、指示を待つ。指示があれば、指示された範囲の文章データ

をテ・ィスクからマイコンへ順次読み込み、 次のルーチンへ引き渡すという流れを経

る。

①文章データの区切り

とのノレーチンは、「データ澄録」プログラムによって、 ディスクへ登録された区切

り符号付きの文章データが、⑥ (文章データの読み込み))レーチンにより、 1文(1

単位)ずつ7 イコンへ読み込まれた後、 その区切り符号(I )を目じるしに、区切り

符号の直前までを1語句として、 配列変数lζ 語句データを収納するという流れを経

る。また、複合語についても、その区切り符号(=)を目じるしに、上接要素と下援

要素に分割し、必要に応じて、それぞれ文字変数lζ代入した。

③ 語形による判断

ζ のルーチン以下が実質的な品詞認定を行なっているプログラムである。その中

で、 ζ のルーチンは、語形によって、品詞が完全に決定するものには品詞コードを付

ける。そうでないものについては、おおよその目安を付け、可能性のある品詞を認定

するサブルーチンへ引き渡すという流れを経る。

本プログラムにおける語形による判断の方法は、語句の文字数と、語尾音、または

語頭音と語尾音の関係で判断を加えた。例えば、文字数11:関係なく、語尾が「おどざ

ほiまやゅよわん」の語句は、「いざJrなほ」を除き、名詞となる可能性が高い。また、

文字数が2文字以上で、語頭が「あいうえおきぎくぐげじずぜちぢづでねひびふぷほ

ぽみゆりろわゐゑ」のものや、語尾が「あいうえぎぐけげ乙さざぜただちぢづぬねば

ひびふぷべまゆろゐゑ」のものは、付属語ではありえないので、 自立語と判断し、

「非活用語の判別J)レーチンから「活用語の判別」ルーチンへと流れるようにした。

また、文字数が2文字以上で、語頭が「かがとさだってとどなにのばまもよを」であ

って、語尾が「かがしそそ‘ってでどなにのはへみむもやよらりを」のものは、助詞の

可能性が高いので、まず助詞を判別するJレーチンへゆき、データが合致すれば、品詞

コードを付け、合致しなければ、「非活用語の判別J)レーチ ンから「活用語の判別」

Jレーチンへ流れるようにした。
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とのjレーチンは、あくまでプログラムの無駄な流れを防ぐということと一応の目安

を付けるという ζ とを第一義に考え、 ζ の段階では、品詞を認定するととは極力ひか

えた。よって、語句データを次の 4種IC分類するにとどめた。

。名詞の可能性のあるもの

。自立語

。助詞

。助動詞 N 

また、語形による判断は、乙のルーチン以外でも、プログラムの随所で行なった。

その中で、最もよく用いた方法は、語尾音による判断である。特l亡、動詞の活用形や

活用の種類を判断しようとする際、乙の語形による判断が有効な働きをする。その方

法は、語尾を文字そのもので把えたなら、プログラムが長くなり、処理時間がかかる

ので、語尾の文字をアスキーコードで表わし、以下lζ述べるような計算を行なうとい

うものである。「ア」から「ン」までのアスキーコードは、以下の通りである。

ア カ サ タ ナ ノ、 て7 ヤ フ ワ

177 182 187 192 197 202 207 212 215 220 

イ キ ジ チ ヒ 、、、 ヲ

178 183 188 193 198 203 208 216 166 

ウ ク ス 、y ヌ フ iλ 二L Jレ ン

179 184 189 194 199 204 209 213 217 221 

コニ ケ セ ア 耳、 ，、、 メ レ

180 185 190 195 200 205 210 218 

オ コ ソ ト ノ ホ モ ヨ ロ

181 186 191 196 201 206 211 214 219 

との表を見るとわかるように、 ア行からマ行までの各段は、 それぞれrI77、178、

179、180、181Jを元として、 5ずつ数値が増加している。 という ζ とは、アスキー

コードを 5で割った余りを求めれば、アからオの各段が求められるととになる。つま

り、次の式によって、語尾がどの設の音であるかがわかる。

(語尾のアスキーコード)MOD 5 =x 
(iMODJ命令は商の余りを求める〕

Xが2であれば、 ア段音、 3であれば、イ段音、 4であれば、 ウ段音、 0であれ

ば、エ段音、 1であれば、オ段音となる。 ζれを動詞の活用形や活用の種類を求める

場合iと応用すると、例えば、Xが2であるものは、4段活用の未然形であるとか、下

接する語句が連用形接続のものであって、 XがOであり、アスキーコードが183(ケ)

でなければ、下2段活用であるといった判断が下せる。

さらに、 3.品詞認定の項でも若干述べたが、「非活用語の判別J)レーチンと「活

用語の判別」ノレーチンも、 いわば、 ζの語形による判断と同種の作業を行なってい
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る。ただ、乙の場合は、データが大量になるため、iDATASUBjプログラムにおい

て、 配90変数内IC読み込んでおいたデータと語句データを iSEARCHj命令を用いて

照合し、 合致すれば、品詞コードを付けるという方法を取っている。との iSEARCHj

命令は、下記のような式によって成り立つため、データ数の多い配列変数と照会する

場合、iDATASUBjプログラムの iDATAj文内の各データ位置を各語頭音別に調

べ、整理しておくと、語頭音を求めるたびに、検索開始位置のパラメ ータを変えるよ

うにしておく ζ とによって、無駄な検索を行なわなくてすむ。

SEARCH (配列変数名，検索データ，検索開始位置)=検索位置

〔検索データが見付からない場合は、-1を返してくる。〕

また、上記の式でもわかるように、iSEARCHj命令で求められる数値が配列変数内

における検索データの検索位置を答えとして返してくるため、活用語のデータとの照

合については、次のような応用ができる。つまり、用言の場合、各語共1(1語句につ

き、未然形から命令形までの 6種の語形と漢字情報の計7データを iDATAj文内に

収納しておく。そうすると、何語かをデータとして、配列変数内に読み込んでおいて

も、検索位置を7で割った余りによって、また、助動詞の場合も同様に、検索位置を

6 で~qJ った余りによって各活用形が求められる。例えば、 íDATASUBj プロ グ ラ ム

の用言データが10語あるとすれば、各活用形と漢字情報を含めて、延70データが配列

変数内IC読み込まれている。そして、rSEARCHj命令によって、 ある語句データが

61番目のデータと合致したとすると、(61MOD 7 = 5)という式が成り立ち、活用

形の 5番目、つまり、その語句データの活用形は、己然形である乙とがわかる。

@ 同音異義語の判別

日本語の場合、同音異義語が非常に多く、その全てについて、プログラム内におい

て判別するととは不可能である。また、乙のルーチンを整備、補強する乙とがプログ

ラムの精度を高めることになるのだが、現在 iMAINjプログラムだけでテキスト領

域の 9*tlほどを使用しているため、 とれ以上プログラムを長くできない状態にもあ

る。そのため、現在のととろ、上接の語句の品詞認定IC大きく貢献する助詞、助動詞

で同音異義語となるものに限っている。「しすせてなぬねるれに」といったものがそ

れである。そして、ζれらが助詞であるか、助動詞であるかは、主として後述する接

続による判断によって判別し、それが不可能な場合は、前述の語形による判断を加味

した。接続による判断については後述するとして、語形による判断の方法は前項で述

べたと同じように、上接の語句の語尾音のアスキーコー ドを 5で割り、その余りを求

め、語尾が何段の音を示しているかを採るというものである。そうする乙とにより、

当該の「しすせてなぬねるれに」が助詞か助動詞であるか、また、上接する語句の品

詞が何であるかがある程度明らかになる。例えば、「にj I乙上接する語句の語尾音が

ア段音かオ段音であれば、iIζJは、 助詞であり、上接する語句は、名詞であること

がわかる。

ただ、上記の語句についてだけ、同音異義語を判別するにとどめると、精度が低く

なるので、使用額度の高い語句で、同音異義語を持つ!なく jiなるjiか」等につい
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ては、 多少構文的解釈を加味しながら判別を行なうようにした。例えば、「なくJの

場合、「鳴く Jr無く」の判別は、文章データ中に「うぐひすJIーとりJrほととぎす」

等といった語句が存在すれば、 4段活用の動詞「鳴く」だというよう IC判断させた。

① 非活用語の判別

⑧ 活用語の判別

とれらのルーチンは、とれまでに述べた rSEARCHJ命令と rMODJ命令の繰り

返しであるので、説明を省略する。

① 接続による判断

ζ のJレーチ ンは、前述したように、主として助詞、助動詞を手掛りに上接する語句

の品詞や活用形、 活用の種類を認定しようとするものである。 そして、「品詞認定」

プログラム内においては、乙のJレーチンが品詞を長終的lζ認定するという役割を果す

点で、非常に重要な部分である。

人間が接続によって、品詞を認定する際、一般的には下接する語句の品詞および接

続の様態から上接する語句の品詞や活用形、 活用の種類を判断しようとする。よっ

て、本プログラムでも文立データを語句単位に区切り、配列変数内lζ 読み込んだ後

は、文末の語句データから文頭のものへという順序で、品詞認定してゆく方法を取り

入れた。ただ、と うした逆順では認定できない場合、例えば、係結びの関係を探る場

合などは、正l頃の方が認定しやすいので、適宜正l煩による認定方法をも取り入れた。

そして、とのルーチンを有効に働かせ、無駄な流れのないプログラムにするため、

特lζ助詞、助動詞については、接続の様態によって分類し、各語句lζ接続情報を付け

た。分類の結果、助詞には、 33種類、助動詞には、15種類の接続パタ ーンがある乙と

がわかった。それにより、rDATASUBJプログラムに収納した助詞、助動詞の全てに

パタ ーン毎の接続情報(数字やロ ーマ字を 1文字)を付け、また、ζ のノレーチンを各

接続パタ ーン毎1<::下位分割し、当該の接続パタ ーンを判断するプログラム内だけを流

れるようにした。例えば、助詞「のJ1<::接続情報 rAJを付けておくとすると、下接

する語句が助詞「の」であり、接続情報として rAJが付いていれば、助詞「の」の

接続による判断ルーチンにゆき、 上接する語句の品詞認定を行なうという流れを経

る。また、その他、下接する語句が名詞、用言および品詞不明の場合についても、接

続による判断によって、上接する語句のおおよその品詞認定を行なうようにした。例

えば、下接する語句が名詞であり、上接する語句の語尾2文字が「しく」となってい

れば、上接する語句は、シク活用の形容詞の未然形ではなく、述用形の可能性が大き

いというように判断させた。

。
以上のような流れを経て、各文章データの各語句を品詞認定した後、現在のと 乙

ろ、下に示したような形式で、ディスプレイ上に表示するか、プリンタ ーによって印

字するかしている。ただ、とのような方法を取っているのは、現在、まだテス トを繰
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り返している段階であるからであって、実際に使用する場合は、 1文章データ毎iζ各

語句データと品詞コ ードデー夕、および漢字や接続情報のあるものは、そうしたもの

も合め、一度ディスク上lζ記憶させ、次の「品詞決定・漢字情報付加」プログラムに

引き渡すという方法を取る。

8
佳n

u
 

nu

n
4

n
u
p
o
n
u
m
b
n
u
p
o
q
a
d坐

ハ
U
n
4
η
L
η
d
c
o
d
a
τ

ハU

n
u
 

0

0

0

0

0

0

0

D

9

0

カ

9

9

0

5

O

A
U
 

ハU一-E 
M
 

T
a
A
 

T
 

な斗
J
B一一

ね

つ

る

の

O

が

ど

き

る

だ

む

つ

り

ゅ

=

8

わ

や

の

か

や

は

を

へ

ら

な

き

に

け

と

み

う

ハUハU
1
&
η
4
n
d
d
q
r
o
F
O

マt
o

o

n
ヨ

ハ
U
1
4
η
4
q
O
4
4
R
d
内

b

1
i

寸

ム

守

i

1

A

T

-

-

A

守

i

正答率・処理時間

今回、本プログラムを組むにあたって、 テスト使用する文章データとして、『拾遺

和歌集』の80番までの和歌と『小倉百人一首』の50番までの和歌を用いた。主として、

『拾遺和歌集Jのデータによって、プログラムの精度を高め、「小倉百人一首』で汎用

性を確かめたと言ってよい。全130首のデータでは少なすぎるが、 乙れは、今後より

多くのデータを蓄積する乙とにより、より精度を高め、汎用性を持たせるようにした

5. 

まず、正答率であるが、 前述のように、『拾遺和歌集』の場合、プログラムの精度

を高めるために、そのデータを用いたものだから、当然正答率は高い。全80首、延語

数1、146語で、誤答が27語、正答率97.6劣という数値が得られた。また、『小倉百人一

首』の場合、プログラムを全く手直しせずに、全50首、延語数737語、誤答が61語、

正答率91.7%となった。との正答率は、本プログラムを組む前の目標 (90-95$ぢ以上)

を一応超えてはいるが、まだ、不十分なものである ζ とは確かである。

一方、処理時間については、非常に満足する結果が得られた。以前の BASIC言語
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では、配列変数内のデータの有無を調べるには、rFOR...NEXTj文を用いる しかな

しかなりの時間をζの箇所で費やすζとがあったが、最近の BASIC言語は、機能

が強化、整備され、特に言語処理能力の面では、一段と飛躍した。よって、配列変数

内のデータの有無を調べる命令語として、 FBASIC-86では、rSEARCHj命令を用

いるととにより、非常1ζ短時間に判断を下してくれる。今回の作業では、文章データ

の単位区切りの始めから、 l首中の全ての語句IC対する品詞認定が終了したところま

でを処理時間として計測した。その結果、『拾遺和歌集Jr小倉百人一首』の合計130

首、延語数1、883語を連続処理させたと ζ ろ、延524秒を要した。ということは、1首

あたりの処理時間は、約4秒、 また、 1秒あたりでは、約3.6語の語句を処理してい

るζ とになる。 との処理時間は、人間の能力をはるかに超えたものである。換言す

れば、マイコンならではの速さと言えよう。ととろで、乙の処理時間をより短縮する

試みは、何度か行なった。しかし、ζ の試みは、前述の正答率を高めるという試みと

背反するもので、正答率を高めようとすると、それだけプログラムのステップが増加

する。というととは、処理lζ時聞がかかるととになる。それに、 BASIC言語を使用

する以上、今回得られた処理時間が限界と思われる。また、現在の私の方針として

は、作業の目的が品詞認定にあるのだから、より正確な認定結果を得る乙とを優先し

ようと考えている。だから処理時間を多少犠牲にしても、ζの「品詞認定」プログラ

ムの段階で正答率を高めておき、次の「品詞決定 ・漢字情報付加」プログラムlζデー

タを引き渡すという方針を立てている。

6. おわりに

品詞認定は、 人間にとってかなり高度な知的作業である。それをプログラム化し

て、マイコンにやらせるには、いくつかの~があることがわかった。その最も大きな

ものは、同音異義語の処理である。例えば、「薄き衣ぞタチぞキてける」とある場合、

「タチjrキ」が「立来」なのか「裁若」なのかは、現在のプログラムのレベノレでは判

別できない。もし、乙うした同音異義語を判別しようとすれば、意味的解釈や稿文的

解釈を取り入れるという方法を考えなければならない。しかし、コンピュータ ーの性

格からして、または、現在のコンピューターの性能からして、語句の意味的解釈を行

なう乙とは不可能に近い。それよりは、構文的解釈の方がコンビューターには処理し

やすいと言えよう。今回報告したプログラムにも若干取り入れはしたものの、ζの構

文的解釈を取り入れるにも問題点がある。それは、事前lζ膨大な数の用例を収集、整

理しなければならないという点と、それらの用例をディスク上IC記憶させる場合、容

誌に限界があるので、ある程度の用例しか使えないという点等である。よって、当面

の解決策がない今、乙の同音異義語の処理については、今後より適した方法を求めて

ゆきたいと，思う。

その他lζ、現段階で残している問題として、今回作成したプログラム、特ICr品詞

認定」プログラムの汎用性の問題がある。今回行なった作業の初期段階から汎用性lζ
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ついては、常に念頭に置いてきた。ただ、当面の必要性から、テスト IC使ったデータ

がすべて和歌であったため、散文について、 どの程度の正答率が得られるものなの

か、全く調査を行なっていない。予想では、和歌の場合とそれほど大差はないと恩わ

れるが、その点についても、今後綿密な検討を加えてゆきたい。

今回、とのようなプログラムを作成しようと考えたのは、昭和46年3月刊行の国立

国語研究所報告39r電子計算機による国語研究][J所収の「品詞認定の臼動化J(中

野洋氏著)を自にしたのが契機である。中野氏は、HITAC-3010という大型コンピュ

ーターを使い、COBOL言語によってプログラムを組まれた。しかし、当時からすれ

ば、今日のコンピューターの発達はめざましいものであるから、今から15年前の大型

コンピューターが行なえたととなら、今の16ビットのマイコンでもやれるのではない

かと考えたわけである。よって、品詞認定過程を辿る基本的な考え方やプログラム化

するに際しては、中野氏の御高論およびフローチャ ート を参照させていただいた。ま

た、プログラム内に取り入れた文法的事項は、基本的lとは中央図書刊『最新古典文法

便覧J(遠藤嘉基氏 ・塚原鉄雄氏共著) IC負うと乙ろが大である。 ζ とに記して、深

甚の謝意を表する。

@ 

末尾ながら、本学名誉教授原田芳起、久保重両先生の傘寿、喜寿を、さらには本学

教授木村三回吾先生の古稀を寿ぐとともに、3先生の今後の御健康と御活躍を祈念す

るものである。
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